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教祖130年祭 学生おぢばがえり大会

立教179年 3月28日 午前10時　 大会動員目標

全教会からの参加を目指して

１万人

次
代
を
担
う
よ
う
ぼ
く
へ
　
　
共
に
育
つ
努
力
を

事
務
局
長西

　
正
一
郎

　
い
よ
い

よ
「
教
祖

百
三
十
年

祭
学
生
お

ぢ
ば
が
え

り
大
会
」
当
日
を
迎
え
ま
す
。
こ

れ
ま
で
陰
に
陽
に
大
会
に
向
け
て

ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
に
、

篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
次
代
を
担
う
よ
う
ぼ
く
へ
」

こ
れ
は
今
大
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

し
て
学
生
が
考
え
て
く
れ
た
も
の

で
あ
り
、
ま
さ
に
今
の
若
者
が
こ

れ
か
ら
の
主
役
で
あ
り
ま
す
。
教

祖
百
三
十
年
祭
で
真
柱
様
が
「
道

の
将
来
を
担
う
人
材
育
成
の
必
要
性
」

を
述
べ
ら
れ
た
今
、
次
代
を
担
う

よ
う
ぼ
く
を
育
て
る
私
達
の
つ
と

め
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　
過
日
、
年
祭
後
の
最
初
の
本
部

行
事
と
し
て
、
学
修
大
学
の
部
な

ら
び
に
高
校
卒
業
生
コ
ー
ス
が
無

事
に
つ
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

大
学
の
部
の
感
話
大
会
で
、「
昨
年

の
春
学
参
加
者
が
十
五
人
。
大
会

に
は
現
在
四
十
人
の
参
加
確
定
者

が
あ
り
、
あ
と
五
人
誘
え
ば
昨
年

の
動
員
数
の
三
倍
に
な
り
ま
す
」

と
話
し
て
く
れ
た
学
生
が
い
ま
し
た
。

先
日
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
そ
の
学
生

の
投
稿
を
た
ま
た
ま
見
つ
け
た
の

で
す
が
、
そ
の
日
の
夜
に
早
速
五

人
の
参
加
者
が
決
ま
り
、
目
標
を

変
更
し
て
昨
年
の
四
倍
を
目
指
す

意
気
込
み
を
書
き
込
ん
で
く
れ
て

い
ま
し
た
。

　
今
、
本
当
に
ど
の
学
生
た
ち
も

必
死
で
声
か
け
に
励
ん
で
く
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
結
果
は
と
も

か
く
、
ま
ず
は
頑
張
っ
た
学
生
を

労
っ
て
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
彼
ら
の
実
動
は
、
必
ず
や

将
来
に
大
き
な
実
り
と
な
っ
て
現

れ
る
と
信
じ
ま
す
。

　
「
若
い
者
寄
り
来
る
處
厄
介
、

世
界
か
ら
見
れ
ば
厄
介
。
な
れ
ど

道
か
ら
厄
介
で
は
な
い
。
道
か
ら

十
分
大
切
。
…
…
」

　
　
　
　
　 

（
Ｍ
26
・
6
・
19
）

　
若
者
育
成
の
心
構
え
と
し
て
度
々

引
用
さ
れ
る
お
さ
し
づ
で
す
が
、

私
は
昔
、
こ
の
お
さ
し
づ
が
引
か

れ
る
た
び
に
正
直
な
と
こ
ろ
、
「
ま

た
か
」
と
い
う
思
い
し
か
持
て
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
改

め
て
し
っ
か
り
と
そ
の
前
後
を
読

ま
せ
て
い
た
だ
く
と
、
と
て
も
深

い
意
味
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

 

大
会
参
加
者
は
も
ち
ろ
ん
、
声

を
か
け
た
が
参
加
で
き
な
か
っ
た

学
生
に
も
今
後
お
道
に
つ
な
が
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
道
の
上
に
十

分
大
切
な
若
者
を
丹
精
を
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

私
達
自
身
も
あ
ら
き
と
り
よ
う
・

み
ち
の
だ
い
と
し
て
共
に
育
つ
努

力
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

、
、
、
、

、
、
、
、

、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
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学生担当者報
立教１７９年３月２５日

１６

業
務
記
録

人
事

【
直
属
学
生
層
育
成
者
講
習
会
】

・
中
央
　
　
2
月
18
日
　
大
教
会
　
　
　
　
70
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
委
員
長
出
向

・
東
中
央
　
2
月
19
日
　
大
教
会
　
　
　
　
200
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
村
副
委
員
長
出
向

・
松
阪
　
　
2
月
20
日
　
大
教
会
　
　
　
　
125
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
村
副
委
員
長
出
向

・
河
原
町
　
2
月
21
日
　
大
教
会
　
　
　
　
100
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
委
員
出
向

・
笠
岡
　
　
2
月
21
日
　
大
教
会
　
　
　
　
269
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
谷
委
員
出
向

・
朝
倉
　
　
2
月
22
日
　
大
教
会
　
　
　
　
300
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
谷
委
員
出
向

・
仙
臺
　
　
2
月
22
日
　
大
教
会
　
　
　
　
86
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
江
委
員
出
向

・
双
名
島
　
2
月
22
日
　
大
教
会
　
　
　
　
90
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
委
員
出
向

・
大
原
　
　
2
月
22
日
　
大
教
会
　
　
　
　
98
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
村
副
委
員
長
出
向

・
越
乃
國
　
2
月
23
日
　
大
教
会
　
　
　
　
100
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
委
員
長
出
向

・
生
野
　
　
2
月
23
日
　
大
教
会
　
　
　
　
150
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
口
委
員
出
向

・
愛
知
　
　
2
月
23
日
　
大
教
会
　
　
　
　
200
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
委
員
出
向

・
中
和
　
　
2
月
24
日
　
大
教
会
　
　
　
　
220
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
委
員
出
向

・
八
木
　
　
2
月
24
日
　
大
教
会
　
　
　
　
200
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
岡
副
委
員
長
出
向

・
此
花
　
　
2
月
24
日
　
詰
所
　
　
　
　
　
133
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
井
委
員
出
向

・
東
神
田
　
2
月
24
日
　
大
教
会
　
　
　
　
97
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
委
員
出
向

・
中
背
　
　
2
月
24
日
　
大
教
会
　
　
　
　
150
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
委
員
長
出
向

《
立
教
179
年
2
月
25
日
付
》

【
直
属
学
生
担
当
委
員
長
辞
令
交
付
】

・
吉
井
喜
一
（
城
法
・
兵
市
）

・
竹
原
豊
盛
（
中
野
・
春
日
浪
）

・
奥
村
　
孝
（
岡
・
岡
村
）

・
石
塚
ふ
ゆ
江
（
中
根
）

《
立
教
179
年
2
月
16
日
～
3
月
15
日
》

2
月
16
日
　
委
員
会

　
　
　
　
　
屋
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
チ
ー
ム
会
議

　
　
17
日
　
委
員
会
　
大
学
の
部
研
究
室
会
議

　
　
　
　
　
担
当
者
活
動
部
部
会
　
出
版
部
部
会

　
　
18
日
　
学
生
連
絡
会

　
　
　
　
　
学
生
部
部
会

　
　
20
日
　
事
務
局
連
絡
会

　
　
22
日
　
『H

a
p
p
i
s
t

』
納
品

　
　
　
　
　
屋
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
チ
ー
ム
会
議

　
　
23
日
　
『H

a
p
p
i
s
t

』
梱
包

　
　
24
日
　
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
研
修
会
チ
ー
ム
会
議

　
　
25
日
　
委
員
会
　
例
会
　
広
報
室
会
議

　
　
　
　
　
担
当
者
活
動
部
部
会

　
　
　
　
　
出
版
部
部
会

　
　
26
日 

〈
屋
内
〉
ま
な
び
ば
研
修
会
　
（
～
27
日
）

　
　
27
日
　
教
祖
130
年
祭
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

3
月
1
日
　
学
修
大
学
の
部
直
前
研
修
会
（
～
2
日
）

　
　
3
日
　
学
修
大
学
の
部
　
　
　
　
　
（
～
9
日
）

　
　
5
日
　
学
修
高
校
卒
業
生
コ
ー
ス
直
前
研
修
会

　
　
6
日
　
学
修
高
校
卒
業
生
コ
ー
ス
（
～
8
日
）

　
　
10
日
　
委
員
会

　
　
　
　
　
ま
な
び
ば
研
究
室
会
議

　
　
　
　
　
担
当
者
活
動
部
部
会

　
　
　
　
　
学
修
部
部
会

　
　
11
日
　
ビ
デ
オ
チ
ー
ム
会
議

　
　
12
日
　
教
祖
130
年
祭
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

　
　
15
日
　
学
修
高
校
の
部
研
究
室
会
議

　
　
　
　
　
学
修
部
部
会

芭曷

芭曷

芭曷
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２

立
教
百
七
十
九
年
　

学
生
生
徒
修
養
会 

大
学
の
部
　
開
催
報
告

｢

お
や
さ
ま
の
御
心
を
求
め
て｣

　
東
筋
の
桜
並
木
が
色
づ
き
始
め
た
三
月
三
日
、

「
お
や
さ
ま
の
御
心
を
求
め
て
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、

本
年
も
『
学
生
生
徒
修
養
会 
大
学
の
部
』
が
開
催

さ
れ
た
。
今
年
は
五
百
三
十
九
名
の
受
講
生
と
百

五
十
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
語
り
合
い
、
励
ま
し
合
い

な
が
ら
教
祖
の
御
心
に
包
ま
れ
て
、
お
ぢ
ば
で
一

週
間
を
過
ご
し
た
。

　
本
年
の
塾
体
制
は
、
三
回
目
以
上
ま
た
は
二
回
目

の
四
年
生
が
対
象
の
「
み
の
り
塾
」
、
二
回
目
対
象

の
「
つ
な
ぎ
塾
」
、
そ
し
て
、
初
参
加
の
二
年
生
以

上
対
象
の
「
よ
ふ
き
塾
」
、
一
年
生
対
象
の
「
ま
こ

と
塾
」
と
「
い
さ
み
塾
」
の
構
成
を
採
っ
た
。

　
初
日
、
緊
張
と
楽
し
み
の
中
、
お
引
き
寄
せ
い
た

だ
い
た
学
生
た
ち
は
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
な
ど
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
班
員
や
担
当
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を

は
じ
め
塾
ス
タ
ッ
フ
と
の
交
流
を
深
め
、
こ
れ
か
ら

共
に
学
び
、
共
に
育
つ
心
の
準
備
を
整
え
た
。

　
二
日
目
、
塾
の
特
性
に
合
わ
せ
、
よ
ふ
き
塾
、
ま

こ
と
塾
、
い
さ
み
塾
の
初
回
者
三
塾
は
「
お
道
の
す

ば
ら
し
さ
～
お
た
す
け
の
喜
び
～
」
に
つ
い
て
、
つ

な
ぎ
塾
は
「
教
祖
の
ひ
な
が
た
～
教
祖
を
身
近
に
～
」

に
つ
い
て
、
み
の
り
塾
は
「
お
つ
と
め
」
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
講
義
を
行
っ
た
。
ま
た
、
二
日
目
と
三
日

目
の
午
後
に
は
、
お
つ
と
め
の
基
本
コ
ー
ス
、
て
を

ど
り
、
鳴
物
、
祭
儀
式
な
ど
希
望
す
る
科
目
を
選
択

し
、
修
練
に
励
ん
だ
。

　
三
日
目
、
五
つ
設
け
た
講
義
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
が
受

け
た
い
も
の
を
一
つ
選
び
、
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
る

先
生
方
か
ら
お
た
す
け
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い

た
。
さ
ら
に
、
「
青
年
会
・
婦
人
会
の
時
間
」
で
は

男
女
が
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
徳
分
や
役
割
に
つ

い
て
学
ん
だ
。
女
子
は
加
え
て
、
本
年
開
催
さ
れ
る

「
女
子
青
年
大
会
」
つ
い
て
の
思
い
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
参
加
を
誓
い
合
っ
た
。

　
四
日
目
午
前
中
、
み
の
り
塾
は
月
次
祭
ま
な
び
に

向
け
て
の
着
付
け
練
習
を
行
っ
た
。
そ
の
他
の
塾
は
、

塾
別
行
事
を
行
い
他
の
班
と
の
交
流
を
深
め
た
。
午

後
か
ら
は
、
翌
日
の
に
を
い
が
け
に
向
け
て
全
塾
が

に
を
い
が
け
演
習
を
行
い
、
に
を
い
が
け
講
話
を
聞

き
、
仲
間
と
共
に
励
ま
し
合
い
な
が
ら
路
傍
講
演
の

原
稿
作
成
に
励
ん
だ
。

　
五
日
目
は
、
メ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
も
い
え
る
に

を
い
が
け
を
行
っ
た
。
吉
川
委
員
長
よ
り
激
励
の
言

葉
を
受
け
、
不
安
を
抱
き
つ
つ
も
御
存
命
の
教
祖
の

お
伴
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
誓
い
合
い
、
勇
気

を
持
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
布
教
地
へ
と
向
か
っ
た
。
今

年
は
天
理
市
内
、
奈
良
、
京
都
、
大
阪
に
お
い
て
「
こ

の
教
え
の
良
さ
を
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
！
」
と
路
傍
講
演
、
神
名
流
し
、
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
配
り
に
仲
間
と
共
に
真
実
を
尽
く
し
た
。

み
の
り
塾
と
つ
な
ぎ
塾
は
さ
ら
に
戸
別
訪
問
も
行
っ

た
。
ま
た
、
こ
の
日
み
の
り
塾
で
は
正
午
よ
り
、
受

講
生
と
ス
タ
ッ
フ
一
同
が
お
つ
と
め
衣
を
着
用
し
、

心
を
ひ
と
つ
に
、
月
次
祭
ま
な
び
を
厳
か
に
勤
め
た
。

　
六
日
目
午
前
中
、
み
の
り
塾
は
再
び
市
内
に
て
に

を
い
が
け
を
行
っ
た
。
他
の
塾
は
別
席
を
運
ぶ
者
と
、

回
廊
ひ
の
き
し
ん
を
行
う
者
に
別
れ
た
。
午
後
は
本

部
員
講
話
。
井
筒
梅
夫
先
生
よ
り
御
教
え
を
信
仰
さ

せ
て
い
た
だ
く
大
切
さ
と
素
晴
ら
し
さ
に
つ
い
て
、

体
験
を
通
し
て
の
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
最
終
日
、
閉
講
式
に
お
い
て
表
統
領
中
田
善
亮
先

生
よ
り
、
普
段
の
生
活
の
中
で
お
道
の
教
え
を
実
践

す
る
こ
と
の
重
要
性
と
今
後
の
歩
み
に
つ
い
て
の
お

言
葉
を
い
た
だ
き
、
大
学
の
部
は
無
事
、
閉
講
し
た
。

　
こ
の
機
に
学
び
得
た
教
祖
の
御
心
を
胸
に
、
新
た

な
塚
に
向
け
て
学
生
と
共
に
育
ち
、
お
道
の
将
来
を

担
う
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
き
た
い
。

、
、
、

、
、
、
、

、
、

、
、

、
、
、
、

、

、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、、

、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

、

、
、
、
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受
講
生
感
想
文

学
生
生
徒
修
養
会 

大
学
の
部

　
今
回
、
に
を
い
が
け
で
戸
別
訪
問
へ
行
か
せ
て
い

た
だ
い
た
時
、
最
後
の
一
軒
で
お
さ
づ
け
を
取
り
次

が
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
へ
行

き
着
く
ま
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
押
す
た
び
に
、

「
大
丈
夫
、
教
祖
が
そ
ば
に
お
ら
れ
る
」
と
思
っ
て

心
を
落
ち
着
か
せ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
お
さ
づ

け
を
取
り
次
ぐ
こ
と
が
決
ま
っ
た
と
き
「
教
祖
が
お

ら
れ
る
!!
」
と
身
に
染
み
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
す
ご
く
嬉
し
い
反
面
、
緊
張
し
な
が
ら
取
り
次
が

せ
て
い
た
だ
き
、
何
と
も
言
え
な
い
気
持
ち
で
、
と

に
か
く
今
、
お
た
す
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
の
あ
り
が
た
さ
が
こ
み
上
げ
、
涙
が
溢
れ
て
き
ま

し
た
。
お
さ
づ
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
も
、
泣
い

て
お
ら
れ
た
み
た
い
で
、
さ
ら
に
お
た
す
け
の
喜
び

が
倍
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
の
学
修
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
経
験
ば
か
り

で
、
今
ま
で
以
上
に
教
祖
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、

信
仰
す
る
喜
び
、
あ
り
が
た
さ
の
意
味
を
実
感
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
言
葉
に
で
き
な
い
も
の
を
沢

山
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
み
の
り
塾
　
大
学
四
年
生
　
女
子
）

　
天
理
教
の
仲
間
っ
て
本
当
に
い
い
よ
な
あ
と
改
め

て
思
い
ま
し
た
。
友
達
の
熱
い
話
を
聞
く
と
、
こ
ち

ら
も
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
、
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
、
考

え
方
も
良
い
方
へ
変
わ
る
気
が
し
ま
し
た
。
お
も
し

ろ
い
こ
と
を
し
て
、
ふ
ざ
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
、

天
理
教
に
真
剣
で
本
気
で
生
き
て
い
る
友
達
が
大
好

き
で
す
。
学
修
に
来
る
こ
と
が
で
き
て
、
も
っ
と
言

え
ば
天
理
教
の
家
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
と
本
当
に

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
兄
を
支
え
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る

教
会
を
作
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
つ
な
ぎ
塾 

大
学
二
年
生 

男
子
）

　
私
は
今
回
、
初
め
て
路
傍
講
演
を
し
ま
し
た
。
前

日
か
ら
原
稿
を
考
え
る
こ
と
が
本
当
に
難
し
く
て
、

別
に
う
ま
く
書
こ
う
と
し
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
の

に
、
ど
う
や
っ
て
書
け
ば
い
い
の
か
、
ど
の
よ
う
に

伝
え
た
ら
い
い
の
か
本
当
に
分
か
ら
な
か
っ
た
で
す
。

し
か
し
、
そ
ん
な
時
で
も
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
さ
ん
が
傍

に
い
て
く
れ
、
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
し
、
明
日
頑
張

ろ
う
っ
て
思
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
路
傍
講
演
の
前
は
、
本
当
に
本
当
に
緊
張
し
て
、

正
直
何
回
も
「
無
理
」
っ
て
言
い
た
く
な
り
ま
し
た
。

で
も
、
私
た
ち
が
路
傍
講
演
す
る
前
に
、
私
た
ち
の

こ
と
を
思
っ
て
最
初
に
路
傍
講
演
し
て
く
だ
さ
っ
た

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
さ
ん
が
い
る
。
後
ろ
に
は
一
緒
に
過

ご
し
た
仲
間
が
い
る
。
そ
し
て
神
様
が
つ
い
て
い
て

く
だ
さ
る
。
そ
う
思
う
と
、
一
気
に
「
や
っ
た
れ
」

っ
て
思
い
ま
し
た
。
話
し
て
い
る
内
に
だ
ん
だ
ん
と

気
持
ち
が
熱
く
な
り
声
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

読
み
終
え
た
時
に
は
学
修
一
番
の
達
成
感
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
は
今
回
の
学
修
で
、
お
道
に
対
す
る
自
分
自
身

の
達
成
感
と
、
お
道
に
つ
な
が
る
仲
間
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
（
よ
ふ
き
塾
　
専
門
学
校
二
年
生
　
女
子
）

、
、
、
、
、

、
、
、
、

、
、
、

、

、
、
、
、

、
、
、
、

、
、
、
、
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立教179年 学生生徒修養会

修了者数 ５３９名 男子　２９０名（５４％）
女子　２４９名（４６％）

男 女 合計
天理大学 137 64 201
 その他 153 185 338

二回目以上 116 89 205
初参加 174 160 334

●学校別／参加回数別 ●別席者集計
男 女 合計

 初　席 2 2 4
 中席/満席 26 33 59
 合　計 28 35 63

受
講
生
感
想
文

学
生
生
徒
修
養
会 

大
学
の
部

　
今
回
の
学
修
は
、
教
祖
の
御
心
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
一
週
間
で
し
た
。
ま
た
、
教
祖
の
お
ひ
ざ
も

と
で
お
道
に
つ
い
て
学
べ
た
こ
と
は
、
と
て
も
貴
重

な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
陽
気
ぐ
ら
し
の
実
現
の
た

め
に
、
お
道
の
教
え
を
お
伝
え
く
だ
さ
っ
た
教
祖
に

感
謝
し
、
次
代
を
担
う
よ
う
ぼ
く
で
あ
る
私
た
ち
が

多
く
の
人
に
こ
の
教
え
を
伝
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま

し
た
。

　
路
傍
講
演
、
神
名
流
し
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
り
は

ど
れ
も
良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
「
こ
の
教
え
の

良
さ
を
も
っ
と
沢
山
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
！
」

と
い
う
強
い
思
い
を
持
て
ば
、
神
様
は
い
つ
も
そ
ば

で
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
と
思
う
し
、
蒔
い
た

種
は
す
ぐ
に
は
生
え
な
く
て
も
、
時
間
を
か
け
て
必

ず
ど
こ
か
で
生
え
る
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
仲
間
の
大
切
さ
を
実
感
し
た
一
週
間
で

し
た
。
私
は
高
校
の
部
を
二
回
経
験
し
ま
し
た
が
、

大
学
の
部
は
ま
た
違
う
内
容
で
新
鮮
で
し
た
。
所
属

教
会
は
遠
く
て
な
か
な
か
参
拝
に
行
け
ま
せ
ん
が
、

い
つ
も
心
に
神
様
の
こ
と
を
思
っ
て
通
ら
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
ま
こ
と
塾 

大
学
一
年
生 

女
子
）

　
全
期
間
を
通
し
て
、
自
分
自
身
の
心
と
向
き
合
う

必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

私
は
ま
だ
ま
だ
お
道
に
対
す
る
信
仰
心
が
甘
い
と
い

う
こ
と
に
気
付
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
も
っ
と
、

親
神
様
、
教
祖
に
も
た
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら

良
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
学
修
で
初
め
て
路
傍
講
演
を
さ
せ
て
も
ら

っ
た
の
で
、
地
元
に
帰
っ
た
ら
親
と
一
緒
に
路
傍
講

演
を
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
ま
だ

ま
だ
私
の
信
仰
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
お
道
の
人
に
な
っ
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
る

ぞ
！
　
　
　
　
（
い
さ
み
塾 

大
学
一
年
生 
女
子
）
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カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
感
想
文

大学の部 受講生データ

男 女 合計
ようぼく 240 205 445

 別席運び中 46 41 87
 その他 4 3 7

●本人の立場

※直属別集計はｐ6～7に掲載しております。

●保護者の立場別
男 女 合計

 教会長（後継者） 198 136 334
布教所長（後継者） 12 15 27

ようぼく 68 84 152
信者 6 4 10
未信者 6 10 16

学
生
生
徒
修
養
会 

大
学
の
部

　
今
回
初
め
て
学
修
大
学
の
部
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
御

用
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
分
に
こ
の
御
用
が

で
き
る
の
か
と
て
も
不
安
で
し
た
が
、
事
前
研
修
会
に

参
加
し
「
教
祖
の
御
心
を
求
め
て
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、

自
ら
教
祖
を
求
め
、
学
生
の
こ
と
を
考
え
、
学
修
に
込

め
る
思
い
を
く
り
返
し
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
ど
う
で

も
学
生
に
教
祖
を
感
じ
て
帰
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
、

で
き
る
だ
け
の
理
作
り
心
作
り
に
つ
と
め
、
本
期
間
に

臨
み
ま
し
た
。

　
初
日
、
緊
張
は
あ
り
ま
し
た
が
、
教
祖
は
こ
う
し
て

子
ど
も
が
帰
っ
て
く
る
こ
と
を
待
ち
望
み
喜
ん
で
お
ら

れ
る
と
思
う
と
、
笑
顔
で
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
班
の
中
に
は
み
ん
な
と
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
が

難
し
く
、
距
離
を
置
い
て
過
ご
す
学
生
が
い
ま
し
た
。

相
方
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
は
じ
め
、
周
り
の
ス
タ
ッ
フ

の
先
生
方
、
班
の
仲
間
も
ど
う
に
か
と
お
願
い
づ
と
め

や
お
さ
づ
け
の
取
り
次
ぎ
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
中
、
私
は
な
か
な
か
向
き
合
え
ず
に
い
た
の
で
す

が
、
こ
ん
な
時
教
祖
だ
っ
た
ら
ど
う
さ
れ
る
か
と
思
っ

て
接
し
て
い
く
う
ち
に
、
そ
の
学
生
も
、
教
祖
は
今
、

自
分
に
何
を
伝
え
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
の
か
と
考
え
て

く
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
に
を
い
が
け
前
日
の
夜
に
神
殿
で
班
と
合
流
す
る
こ

と
が
で
き
、
翌
日
の
に
を
い
が
け
で
は
し
っ
か
り
と
の

ぼ
り
を
持
ち
、
進
ん
で
チ
ラ
シ
を
配
る
姿
に
、
本
当
に

嬉
し
く
、
教
祖
が
み
ん
な
の
心
を
お
受
け
と
り
く
だ
さ

っ
て
お
働
き
く
だ
さ
り
、
そ
ば
に
い
て
く
だ
さ
る
の
だ

と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
残
り
五
分
と
な

っ
た
時
、
班
の
あ
る
学
生
が
心
定
め
を
し
た
お
さ
づ
け

の
取
り
次
ぎ
を
、
ど
う
で
も
さ
せ
て
も
ら
お
う
と
あ
き

ら
め
ず
、
最
後
の
一
枚
の
チ
ラ
シ
を
渡
し
た
方
に
お
さ

づ
け
を
取
り
次
が
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

相
手
の
方
は
涙
を
流
し
て
喜
ん
で
お
ら
れ
、
そ
う
し
て

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
教
祖
を
信
じ
た
そ
の
学
生
に
、

教
祖
が
お
働
き
く
だ
さ
り
喜
び
の
姿
を
お
見
せ
い
た
だ

い
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
教
祖
を
感
じ
、
に
を
い
が

け
の
喜
び
を
知
り
、
学
修
が
終
わ
っ
た
今
か
ら
お
た
す

け
を
も
っ
と
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
教
祖
は
手
を
引
い
て
お
連
れ
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ

と
、
ど
ん
な
中
で
も
自
分
の
考
え
で
は
な
く
教
祖
の
御

心
を
感
じ
よ
う
と
す
る
中
に
、
必
ず
た
す
か
る
方
法
が

あ
る
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
有
難
か
っ
た
で

す
。
　
　
　
　
　
（
ま
こ
と
塾 

女
子
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、

、
、
、
、

、
、

、
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、
、
、
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※受講生のいない直属分教会は掲載しておりません。

番号 直属 男 女 合計
88 愛豫 0 3 3
89 津輕 0 0 0
90 阿羽 0 0 0
91 伊野 1 0 1
92 磐城平 1 0 1
93 西海 3 4 7
94 新潟 0 0 0
95 中根 0 1 1
96 肥長 0 0 0
97 名古屋 6 6 12
98 奈良 1 0 1
99 西 0 2 2
100 上之郷 0 4 4
101 益津 3 0 3
102 小牧 2 1 3
103 府内 0 1 1
104 東肥 1 0 1
105 都 0 0 0
106 西成 0 2 2
107 南 1 3 4
108 山陰 0 2 2
109 鹿島 2 1 3
110 此花 6 0 6
111 仙臺 1 1 2
112 東海 4 0 4
113 大鳥 0 0 0
114 古市 0 0 0
115 神崎 0 1 1
116 甲府 1 1 2
117 本保 0 0 0
118 本愛 3 1 4
119 本芝 2 0 2
120 山國 0 1 1
121 京城 1 2 3
122 東神田 4 4 8
123 北洋 1 0 1
124 宇佐 1 1 2
125 岡山 1 1 2
126 泉 0 0 0
127 東中央 0 0 0
128 城山 0 1 1
129 静岡 0 0 0
130 白羽 0 2 2
131 伊那 0 1 1

番号 直属 男 女 合計
132 小南部 1 3 4
133 雨龍 0 0 0
134 愛静 0 0 0
135 紀陽 1 0 1
136 大垣 5 0 5
137 鎮西 0 0 0
138 生駒 3 1 4
139 中背 0 1 1
140 高松 0 2 2
141 五條 1 2 3
142 沼津 0 0 0
143 網干 0 0 0
144 宇仁 0 2 2
145 双名島 0 1 1
146 夕張 1 0 1
147 山陽 2 0 2
148 本荏 0 1 1
149 国名 1 1 2
150 玉島 2 2 4
151 網走 0 0 0
152 松阪 4 2 6
153 越知 2 1 3
154 本理世 9 9 18
155 加古 0 0 0
156 秋津 1 0 1
157 幅下 4 3 7
158 亀岡 0 1 1
159 大原 1 0 1

502 尾道 0 1 1
503 淀 0 1 1
508 琵琶 3 0 3
509 網島 1 1 2
511 上町 1 0 1
514 豊繁 2 0 2
517 天元 1 0 1
518 浪華 1 0 1
540 安東 0 1 1
546 やまとよふき 0 1 1
548 治文 1 0 1
553 伊勢 1 0 1
572 神奈川台 1 0 1
581 鷄林 0 1 1

立教179年 学生生徒修養会 大学の部 直属別データ

※受講生データはｐ4～5に掲載しています。

学生担当者報
立教１７９年３月２５日

７

番号 直属 男 女 合計
44 笠岡 3 2 5
45 西宮 5 2 7
46 明和 4 2 6
47 明城 0 2 2
48 大江 4 4 8
49 旭日 0 2 2
50 池田 2 2 4
51 阪東 0 1 1
52 蒲生 3 1 4
53 日野 1 3 4
54 朝倉 3 3 6
55 佐野原 0 0 0
56 髙岡 1 1 2
57 愛知 2 2 4
58 梅谷 1 1 2
59 平安 0 0 0
60 豊岡 3 2 5
61 治道 1 3 4
62 都賀 0 0 0
63 川之江 0 2 2
64 周東 5 1 6
65 南阿 4 2 6
66 香川 2 1 3
67 中紀 1 1 2
68 津 2 0 2
69 秩父 2 3 5
70 中津 0 0 0
71 岐美 6 0 6
72 熊本 1 1 2
73 那美岐 1 2 3
74 中野 2 1 3
75 秦野 1 0 1
76 立野堀 1 3 4
77 中央 0 1 1
78 南紀 2 0 2
79 北陸 3 1 4
80 東濃 1 1 2
81 岡 2 2 4
82 八木 0 0 0
83 洲本 2 2 4
84 錦江 0 0 0
85 繁藤 2 0 2
86 大森町 0 0 0
87 防府 1 4 5

番号 直属 男 女 合計
0 本部 3 3 6
1 郡山 5 4 9
2 兵神 8 3 11
3 山名 5 2 7
4 船場 3 2 5
5 河原町 5 3 8
6 撫養 3 4 7
7 東 2 1 3
8 敷島 10 5 15
9 日本橋 0 0 0
10 髙安 5 9 14
11 南海 3 4 7
12 芦津 3 4 7
13 髙知 2 5 7
14 北 2 3 5
15 湖東 1 3 4
16 甲賀 2 04 2
17 水口 0 0 0
18 中河 78 8 15
19 名京 0 1 1
20 中和 2 3 5
21 櫻井 4 1 5
22 筑紫 1 0 1
23 越乃國 1 2 3
24 名東 3 1 4
25 麹町 0 0 0
26 日光 3 0 3
27 飾東 1 1 2
28 東本 8 5 13
29 嶽東 2 4 6
30  島ヶ原 1 1 2
31 堺 0 0 0
32 御津 2 1 3
33 城法 3 2 5
34 生野 1 1 2
35 東愛 5 3 8
36 本島 3 3 6
37 牛込 2 1 3
38 深川 0 2 2
39 淺草 2 1 3
40 西陣 2 3 5
41 大縣 4 1 5
42 社 0 1 1
43 神川 1 2 3
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二
泊
三
日
の
学
修
を
終
え
て
、
今
後
の
自
分
の

通
り
方
な
ど
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
、
た
く
さ

ん
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
四
月
か
ら
の
生
活

で
、
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
親
神
様
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
日
々
の
生
活
に
感
謝
し

て
通
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
男
子
受
講
生
）

　
仲
間
の
大
切
さ
、
時
間
の
大
切
さ
、
周
り
の
人

に
す
ご
く
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
こ
の
三
日

間
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

周
り
の
人
が
嫌
が
っ
て
や
ら
な
い
こ
と
を
進
ん
で

し
て
い
き
た
い
で
す
。
悩
み
事
が
出
来
た
と
き
は
、

学
修
で
出
会
っ
た
仲
間
や
頼
れ
る
人
た
ち
に
相
談

を
し
た
い
で
す
。
学
修
は
自
分
を
見
つ
め
直
す
良

い
機
会
で
、
か
け
が
え
の
な
い
期
間
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
こ
の
期
間
の
事
を
心
に
と
め
て
、
辛
い

と
き
は
写
真
な
ど
を
み
て
、
元
気
を
出
し
て
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
女
子
受
講
生
）

　
何
事
も
あ
り
が
た
い
と
思
う
こ
と
や
、
天
理
教

の
教
え
の
す
ば
ら
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。
四
月
か

ら
の
生
活
で
、
ま
ず
は
、
誰
か
の
た
め
の
生
き
方

を
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
当
た
り
前

を
当
た
り
前
だ
と
思
わ
ず
「
あ
り
が
た
い
」
と
感

じ
た
い
。
そ
し
て
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
プ

ラ
ス
に
考
え
て
、
感
謝
す
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
通

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
（
男
子
受
講
生
）

　
未
信
者
だ
っ
た
の
で
、
天
理
教
用
語
を
い
っ
ぱ

い
学
ん
だ
り
、
神
様
っ
て
本
当
に
い
る
ん
だ
な
と

思
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
四
月
か
ら
大
学
に
通

い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
天
理
教
と
な
る
べ
く
関

わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
大
学
に
行
っ

て
新
し
い
友
達
と
す
ぐ
仲
良
く
な
れ
る
よ
う
、
自

分
か
ら
声
を
か
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
女
子
受
講
生
）

受
講
生
感
想
文

学
生
生
徒
修
養
会 

高
校
卒
業
生
コ
ー
ス

８

立教179年 学生生徒修養会 高校卒業生コース 受講生データ

修了者数 ２３５名 男子　１０８名（４６％）
女子　１２７名（５４％）

天理高校Ⅰ部 30
天理高校Ⅱ部 5
教校学園高校 38
 その他高校 162

ようぼく 110
 運び中 109
 その他 16

教会長（後継者） 114
布教所長（後継者） 9

ようぼく 85
信者 8
 その他 19

●在学校 ●本人立場 ●保護者の立場

立
教
百
七
十
九
年
　
学
生
生
徒
修
養
会

         

高
校
卒
業
生
コ
ー
ス
　
開
催
報
告

 
　
「
学
生
生
徒
修
養
会 

高
校
卒
業
生
コ
ー
ス
」
が
、

三
月
六
日
か
ら
八
日
の
期
間
親
里
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
。
こ
れ
は
高
校
卒
業
生
が
進
学
や
就
職
な
ど
そ

れ
ぞ
れ
の
道
へ
と
進
む
大
切
な
時
期
に
、
親
神
様
の

御
教
え
、
教
祖
の
ひ
な
が
た
を
再
確
認
す
る
と
と
も

に
、
親
神
様
、
教
祖
は
も
と
よ
り
親
や
こ
れ
ま
で
自

分
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
確
か
め
合
い
、
同
世
代
の
道
の
仲
間
と
の
つ
な
が

り
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
企
画
さ
れ
た
コ
ー
ス
で
あ

る
。
卒
業
後
、
ど
の
よ
う
な
環
境
に
お
い
て
も
、
お

ぢ
ば
、
教
会
に
つ
な
が
り
、
信
仰
に
根
ざ
し
た
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
受
講
生
二
百
三
十
五

名
が
ス
タ
ッ
フ
八
十
名
と
と
も
に
密
度
の
濃
い
三
日

間
を
親
里
で
過
ご
し
た
。

　
初
開
催
と
な
っ
た
昨
年
は
一
塾
体
制
で
あ
っ
た
が
、

本
年
は
募
集
定
員
を
増
や
し
、
三
塾
に
分
か
れ
て
の

開
催
と
な
り
、
一
班
九
名
程
の
受
講
生
に
、
男
女
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
が
付
き
添
っ
た
。

　
受
講
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
宿
舎
で
受
付
を
済
ま
せ
、

本
コ
ー
ス
が
ス
タ
ー
ト
。
初
日
は
、
グ
ル
ー
プ
タ
イ

ム
を
通
し
て
、
普
段
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
こ

と
が
ど
れ
ほ
ど
有
り
難
い
こ
と
な
の
か
を
お
互
い
が

気
づ
き
、
そ
の
上
で
、
親
神
様
の
御
守
護
の
尊
さ
に

つ
い
て
お
話
を
聴
い
た
。

　
二
日
目
は
、
本
部
婦
人
中
山
た
ま
よ
先
生
よ
り

「
教
祖
を
慕
う
」
と
題
し
て
講
話
を
い
た
だ
い
た
。

教
祖
の
御
心
を
学
ば
せ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
今
も

ご
存
命
で
お
働
き
く
だ
さ
れ
て
い
る
教
祖
を
お
慕
い

し
て
、
日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と

を
お
話
し
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
講
話
ふ
り
か
え

り
の
時
間
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
が
教
祖
に
対
す
る
思

い
を
語
り
合
う
こ
と
で
、
よ
り
一
層
教
祖
を
身
近
に

感
じ
、
更
に
教
祖
が
お
喜
び
く
だ
さ
る
自
ら
の
実
践

を
考
え
、
発
表
し
合
っ
た
。
午
後
か
ら
の
塾
別
行
事
、

全
体
行
事
で
は
、
お
楽
し
み
要
素
が
盛
り
込
ま
れ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
い
、
大
変
和
や
か
な
雰
囲
気
で
班

員
以
外
の
大
勢
の
仲
間
と
も
親
睦
を
深
め
た
。
班
タ

イ
ム
と
題
し
た
更
に
班
独
自
の
時
間
で
は
、
天
理
市

内
で
神
名
流
し
を
す
る
班
や
神
殿
の
ト
イ
レ
掃
除
を

す
る
班
、
お
互
い
の
親
交
を
更
に
深
め
合
う
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
を
行
う
班
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
の
状
況
に

応
じ
て
有
意
義
に
過
ご
し
た
。

　
夜
に
は
ラ
ン
タ
ン
の
淡
い
光
を
囲
み
、
「
自
分
の

信
仰
と
夢
を
語
る
」
と
題
し
て
班
内
感
話
を
行
っ
た
。

親
や
教
会
長
さ
ん
な
ど
、
今
ま
で
育
て
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
に
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
や
言
葉
を
思
い
起

こ
し
、
今
の
自
分
の
正
直
な
気
持
ち
を
語
り
、
お
互

い
が
真
剣
に
聞
き
入
っ
た
。
照
明
の
効
果
も
手
伝
っ

て
、
今
ま
で
あ
ま
り
自
分
の
話
を
し
な
か
っ
た
受
講

生
も
思
い
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
中
に
は
涙
す

る
姿
も
見
ら
れ
、
班
員
同
士
が
お
互
い
の
絆
を
深
め

る
貴
重
な
時
間
と
な
っ
た
。

　
最
終
日
に
は
、
塾
長
よ
り
「
明
日
の
君
た
ち
へ
」

と
題
し
た
講
話
を
聴
い
た
後
、
講
話
を
振
り
返
り
、

こ
の
三
日
間
で
学
ん
だ
こ
と
を
再
確
認
し
た
。
そ
し

て
教
え
を
基
に
、
こ
の
先
自
分
が
ど
う
歩
ん
で
い
く

の
か
を
決
意
し
、
シ
ー
ト
に
記
入
し
、
封
筒
に
入
れ

て
持
ち
帰
っ
た
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
新
生
活
を

ス
タ
ー
ト
し
た
頃
、
開
封
し
て
シ
ー
ト
を
読
み
返
す

こ
と
で
、
親
里
で
学
ん
だ
こ
と
や
気
づ
い
た
こ
と
を

思
い
起
こ
し
て
も
ら
う
た
め
の
自
分
へ
の
宝
物
で
あ

る
。

　
閉
講
式
で
は
表
統
領
中
田
善
亮
先
生
よ
り
、
高
校

卒
業
生
に
ご
期
待
く
だ
さ
る
と
こ
ろ
を
お
話
し
い
た

だ
き
、
一
同
真
剣
な
面
持
ち
で
修
了
し
た
。

　
二
泊
三
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
高
校
卒
業
生
が

皆
、
積
極
的
な
姿
勢
で
受
講
し
、
無
事
に
本
コ
ー
ス

が
開
催
で
き
た
こ
と
を
こ
こ
に
報
告
す
る
。

、
、
、
、

、
、

、
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立教179年 学生生徒修養会 高校卒業生コース 直属別データ

※受講生データはｐ9に掲載しています。
※受講生のいない直属分教会は掲載しておりません。

直属 男 女 合計
132 小南部 1 0 1
133 雨龍 0 0 0
134 愛静 0 0 0
135 紀陽 0 0 0
136 大垣 0 0 0
137 鎮西 0 0 0
138 生駒 2 2 4
139 中背 0 1 1
140 高松 3 1 4
141 五條 0 0 0
142 沼津 0 0 0
143 網干 0 0 0
144 宇仁 0 0 0
145 双名島 0 0 0
146 夕張 0 0 0
147 山陽 0 1 1
148 本荏 0 1 1
149 国名 1 0 1
150 玉島 1 3 4
151 網走 0 0 0
152 松阪 2 0 2
153 越知 1 1 2
154 本理世 0 0 0
155 加古 1 1 2
156 秋津 0 0 0
157 幅下 2 7 9
158 亀岡 2 0 2
159 大原 3 2 5

503 淀 1 0 1
505 栗太 2 0 2
507 大分市 0 1 1
508 琵琶 2 2 4
515 名張 0 1 1
519 吉備 1 0 1
527 本明實 1 2 3
540 安東 1 0 1
546 やまとよふき 0 1 1

直属 男 女
0 本部 1 0 1
1 郡山 4 4 8
2 兵神 2 4 6
3 山名 1 2 3
4 船場 1 1 2
5 河原町 4 7 11
6 撫養 0 0 0
7 東 0 1 1
8 敷島 0 1 1
9 日本橋 2 2 4
10 髙安 3 3 6
11 南海 0 0 0
12 芦津 2 2 4
13 髙知 2 0 2
14 北 0 0 0
15 湖東 0 1 1
16 甲賀 0 2 2
17 水口 0 1 1
18 中河 6 2 8
19 名京 0 0 0
20 中和 2 1 3
21 櫻井 0 3 3
22 筑紫 0 0 0
23 越乃國 2 0 2
24 名東 0 2 2
25 麹町 0 2 2
26 日光 0 0 0
27 飾東 1 2 3
28 東本 1 2 3
29 嶽東 0 0 0
30  島ヶ原 0 0 0
31 堺 0 0 0
32 御津 0 0 0
33 城法 3 1 4
34 生野 0 0 0
35 東愛 1 4 5
36 本島 3 0 3
37 牛込 1 0 1
38 深川 1 0 1
39 淺草 1 0 1
40 西陣 0 0 0
41 大縣 3 1 4
42 社 0 0 0
43 神川 0 1 1

直属 男 女
44 笠岡 1 0 1
45 西宮 3 3 6
46 明和 0 1 1
47 明城 0 0 0
48 大江 1 1 2
49 旭日 1 0 1
50 池田 1 0 1
51 阪東 0 0 0
52 蒲生 0 1 1
53 日野 0 1 1
54 朝倉 0 0 0
55 佐野原 0 1 1
56 髙岡 0 0 0
57 愛知 0 2 2
58 梅谷 0 1 1
59 平安 0 0 0
60 豊岡 1 2 3
61 治道 0 0 0
62 都賀 0 0 0
63 川之江 0 0 0
64 周東 0 0 0
65 南阿 1 5 6
66 香川 2 2 4
67 中紀 0 0 0
68 津 0 0 0
69 秩父 0 1 1
70 中津 1 0 1
71 岐美 0 1 1
72 熊本 0 0 0
73 那美岐 0 0 0
74 中野 1 3 4
75 秦野 1 0 1
76 立野堀 0 0 0
77 中央 0 0 0
78 南紀 0 1 1
79 北陸 0 1 1
80 東濃 0 0 0
81 岡 1 4 5
82 八木 0 0 0
83 洲本 0 0 0
84 錦江 0 1 1
85 繁藤 2 0 2
86 大森町 1 0 1
87 防府 2 3 5

直属 男 女
88 愛豫 0 0 0
89 津輕 0 0 0
90 阿羽 0 0 0
91 伊野 0 0 0
92 磐城平 0 0 0
93 西海 2 1 3
94 新潟 0 0 0
95 中根 0 0 0
96 肥長 0 0 0
97 名古屋 1 1 2
98 奈良 0 0 0
99 西 1 1 2
100 上之郷 0 0 0
101 益津 0 0 0
102 小牧 0 0 0
103 府内 0 0 0
104 東肥 0 1 1
105 都 0 0 0
106 西成 0 0 0
107 南 2 1 3
108 山陰 0 0 0
109 鹿島 0 2 2
110 此花 0 0 0
111 仙臺 1 0 1
112 東海 0 0 0
113 大鳥 3 0 3
114 古市 0 0 0
115 神崎 0 1 1
116 甲府 0 0 0
117 本保 0 0 0
118 本愛 0 1 1
119 本芝 3 0 3
120 山國 0 0 0
121 京城 0 0 0
122 東神田 0 0 0
123 北洋 0 0 0
124 宇佐 0 0 0
125 岡山 1 2 3
126 泉 0 1 1
127 東中央 0 0 0
128 城山 0 0 0
129 静岡 0 0 0
130 白羽 0 0 0
131 伊那 0 1 1

番号合計番号合計番号合計番号
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二
月
二
十
六
か
ら
二
十
七
日
の
二
日
間
、
第
十

二
母
屋
に
お
い
て
、
〈
屋
内
〉
ま
な
び
ば
研
修
会

を
開
催
し
た
。
今
回
の
研
修
会
に
は
、
二
十
教
区
、

ま
た
海
外
部
か
ら
の
受
講
を
含
め
四
十
七
名
が
参

加
し
た
。
平
成
二
十
八
年
度
屋
内
ま
な
び
ば
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
は
、
「
お
や
さ
ま 

～
い
つ
も
心
に
喜
び

を
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
か
か
げ
、
ど
ん
な
中
で

も
喜
ん
で
通
ら
れ
た
教
祖
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
に

よ
っ
て
、
日
々
の
生
活
の
中
で
行
き
詰
ま
っ
て
悩

ん
だ
り
、
辛
い
事
に
直
面
し
た
時
で
も
、
喜
び
を

胸
に
歩
ん
で
い
け
る
と
い
う
こ
と
を
少
し
で
も
感

じ
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
を
込
め
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
研
修
会
初
日
は
、
主
に
自
己
紹
介
や
グ
ル
ー
プ

づ
く
り
を
行
う
グ
ル
ー
プ
タ
イ
ム
（
以
下
Ｇ
Ｔ
と

表
記
）
①
「
お
言
葉
カ
ル
タ
」
、
Ｇ
Ｔ
②
「
Ｇ
Ｏ
！

　
Ｇ
Ｏ
！
　
地
球
防
衛
軍
！
」
の
体
験
、
二
日
目

は
、
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
Ｇ
Ｔ
③
「
あ
し
あ
と
」
、

④
「
コ
ト
ノ
ハ
」
の
体
験
、
及
び
進
め
方
説
明
を

行
っ
た
。

　
Ｇ
Ｔ
②
で
は
、
巷
で
流
行
り
の
「
脱
出
ゲ
ー

ム
」
を
ヒ
ン
ト
に
、
グ
ル
ー
プ
の
凝
集
性
を
高
め
、

協
調
性
を
育
む
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
「
Ｇ
Ｏ
！

　
Ｇ
Ｏ
！
　
地
球
防
衛
軍
！
」
を
行
っ
た
。
数
々

の
課
題
を
こ
な
す
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性

を
引
き
出
し
、
そ
の
大
切
さ
に
つ
い
て
楽
し
み
な

が
ら
学
ん
だ
。

　
メ
ー
ン
と
な
る
Ｇ
Ｔ
③
「
あ
し
あ
と
」
は
、
メ

ン
バ
ー
の
発
言
に
耳
を
傾
け
、
多
様
な
価
値
観
が

存
在
す
る
こ
と
を
知
る
と
共
に
、
教
祖
の
御
心
に

つ
い
て
学
び
、
自
分
の
中
で
喜
べ
な
か
っ
た
こ
と

も
喜
べ
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
て
行
わ
れ
た
。

　
Ｇ
Ｔ
④
「
コ
ト
ノ
ハ
」
で
は
、
二
日
間
の
ま
な

び
ば
で
学
ん
だ
こ
と
を
ふ
り
か
え
っ
た
後
、
Ｇ
Ｔ

①
で
行
っ
た
「
お
言
葉
カ
ル
タ
」
の
中
か
ら
心
に

残
っ
た
お
言
葉
を
改
め
て
選
び
、
寄
せ
書
き
を
行

っ
た
。
今
回
の
気
づ
き
を
形
に
し
て
自
分
へ
の
お

土
産
と
し
て
持
ち
帰
る
こ
と
で
、
後
々
振
り
返
り
、

学
び
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
吉
川
委
員
長
よ
り
人
材
育
成
の
重
要

性
と
、
今
後
の
ま
な
び
ば
に
つ
い
て
の
思
い
を
聞

き
、
研
修
会
は
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
た
。

〈
屋
内
〉
ま
な
び
ば
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
報
告

 

青
　
空

　
学
生
担
当
委
員
会
で
御
用
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
七

年
間
、
周
り
の
先
生
方
、
仲
間
、
そ
し
て
学
生
か
ら
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
、
特
に
学
び
、
育
て
て
い
た
だ
い
た
の

が
「
お
た
す
け
の
心
」
で
す
。
お
さ
づ
け
を
取
り
次
が

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
、
お
願
い
づ
と
め
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
だ
け
が
「
お
た
す
け
」
で
は
な
い
、
と
い
う

こ
と
を
「
学
生
生
徒
修
養
会
」
の
係
員
と
い
う
御
用
を

通
し
て
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
学
修
期
間
中
は
、
自
分
の
こ
と
は
後
回
し
に
し
て
、

と
に
か
く
目
の
前
の
学
生
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
学

生
の
た
め
に
、
ま
た
周
り
の
仲
間
の
た
め
に
、
必
死
に

な
っ
て
心
と
体
と
時
間
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
経
験
が
ほ
ぼ
無
か
っ

た
私
に
と
っ
て
、
衝
撃
的
な
経
験
で
し
た
。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
心
の
遣
い
方
も
「
お
た
す
け
」
で
あ
る
と
気

付
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
御
用
を
通
し
て
育
て
て
い
た
だ
い
た
心
を
、
学
修
と

い
う
特
別
な
時
間
の
中
だ
け
で
な
く
、
日
々
の
教
会
生

活
に
お
い
て
も
常
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努

力
し
、
よ
り
大
き
な
「
お
た
す
け
の
心
」
に
育
て
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
材
育
成
部
部
員
　
神
谷
理
世

、
、
、
、

、
、
、
、

、
、
、
、
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　日頃は学生会活動にご理解、ご協力をいただき、更には「教祖130年祭 学生おぢばがえ
り大会」に向かう多くの学生に、たくさんの御心をかけていただき、誠にありがとうござ
います。
　この度、道につながる学生が全国の仲間とのつながりを感じ、道の次代を担うようぼく
へと成人していくために、委員総会を開催させていただきます。活動方針の議決、講話、
練り合いなどの時間を通して、道の学生の一手一つを目指します。
　何卒貴教区・直属の学生リーダーにお声がけいただきますよう、よろしくお願いします。

【趣　　旨】　教区・直属学生リーダーがおぢばに帰り集い、それぞれの活動について話
　　　　　　　し合う。その中で教区・直属お互いを理解し、今回の委員総会で決定する
　　　　　　　活動方針に心をそろえて一手一つにスタートしていく場とする。
　　　　　　　また、道の次代を担うようぼくの姿に近づけるよう、さらに成人の道を歩
　　　　　　　ませていただくことを決意する。

【日　　程】　５月３日（火）10時集合　　５月５日（木）16時解散（予定）

【参加対象】　各教区・直属学生会委員長及び学生リーダー（高校生から大学生の年齢層）

【参加定員】　各教区・直属３名まで（委員長・代表者が不在の場合でも３人参加可能）
　　　　　　　　※学生会が結成されていない直属も是非ご参加ください。

【参 加 費】　ひとり　1,500円　※当日、お持ちください

【宿　　舎】　第12母屋

【持 ち 物】　参加費、保険証、筆記用具、ハッピ、宿泊に必要なもの、傘

【内　　容】　第53期天理教学生会活動方針の議決、学生活動について、講話、練り合い、                            

　　　　　　　レクリエーション　等

　　　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ】

　　　　　〒632-0035　奈良県天理市守目堂町213-4　おやさとやかた真南棟3階

　　　　　　Tel　0743-63-1511　内線 5820（天理教学生会）

　　　　　　Tel　0743-63-2489　内線5817（天理教学生担当委員会事務局）

　　　　　　　　　　　　　 　申込締切　４月18日（月）

第53期 天理教学生会委員総会 開催要項

　☆実施計画書は２ヵ月前までにご提出ください。

教区 開催日時 場所 担当者 電話番号

4月2日13時～3日12時30分 天理教雲雀丘
分教会 北原兵庫

※阪神ブロック

4月23日14時～24日14時 教務支庁 大友北海道

「まなびば」開催会場一覧　《４月開催分》
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【期　日】　　　立教179年５月25日（水）

【時　間】　　　午後１時～３時30分（受付12時30分～）

　　　　　　　　　※引き続き午後４時より例会

【会　場】　　　本部第38母屋

【対　象】　　　直属学生担当委員長 他１名　※各直属計２名

【内　容】　　　講話、ねりあい

５月２５日 午後一時から
直属担当者懇談会

５月２５日 例会後
教区・直属委員長懇親会

【期　日】　　　立教179年５月25日（水）

【時　間】　　　例会後引き続き　　　※16時より例会

【会　場】　　　本部第二食堂

【対　象】　　　教区・直属学生担当委員長

【内　容】　　　懇談会

問い合わせ

〒632-0035　奈良県天理市守目堂町213-4　おやさとやかた真南棟3階

Tel　0743-63-2489　内線5817（天理教学生担当委員会事務局）

申込締切　４月25日（月）
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お
知
ら
せ

四
月
例
会

各
地
の
動
き

報
　
告

二
月
例
会

学
生
層
育
成
者
講
習
会

日
程
・
会
場
案
内

・
期
日
　
立
教
179
年
4
月
25
日

・
時
間
　
15
時
半
受
付
　
16
時
開
始

・
場
所
　
教
庁
4
階
講
堂

【
教
区
】
　

・
愛
知
　
　
　
4
月
30
日
13
時
～
　
　
　
　
教
務
支
庁

　
去
る
2
月
25
日
、
教
庁
4
階
講
堂
に
於
い
て
「
二
月

例
会
」
を
開
催
。
出
席
は
44
教
区
、
128
直
属
。

【
教
区
学
生
層
育
成
者
講
習
会
】

・
神
奈
川
　
　
2
月
2
日
　
　
教
務
支
庁
　
　
　
50
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
井
委
員
出
向

・
和
歌
山
　
　
2
月
27
日
　
　
教
務
支
庁
　
　
　
20
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濱
委
員
出
向

立教179年〈屋外〉まなびば研修会　開催要項

　平素は、高校生の集い「まなびば」開催の上にご尽力いただき、誠にありがとうございます。

　この度「まなびば」の活性化、また学生層育成を担う人材づくりの上に、〈屋外〉まなびば研修会

を開催いたします。まなびば担当者はもちろん、まなびばスタッフも是非ともご受講ください。

記

【日　　時】　立教179年５月27日（金）～28日（土）

　　　　　　　集合･受付�…�５月27日　 12時30分

　　　　　　　解散予定� …�５月28日　 13時30分

【会　　場】　本部第12母屋（駐車場は北２駐車場をご利用ください）

【対　　象】　・まなびば担当者

　　　　　　　・まなびばスタッフ（各教区まなびば担当者を除く３名まで受講可）

【内　　容】　〈屋外〉まなびばの体験、進め方説明

【受 講 費】　2,000円　※まなびば担当者は免除

【携 行 品】　ハッピ、保険証、筆記用具、雨具、その他宿泊に必要なもの

　　　　　　　※女性はズボン着用でご集合ください。

【申し込み】　申込用紙に必要事項を記入の上、受講費を添えて学生担当委員会事務局にお申し込

　　　　　　　みください。

【申込締切】　立教179年５月14日（土）

【問い合わせ】　天理教学生担当委員会事務局

　　　　　　　　　Tel　0743-63-2489（直通）　内線　5817


